
平成２４年度 森林環境保全基金事業 実施箇所調書

③　広葉樹の森づくり推進事業



森林環境保全基金事業実施箇所調書 実施年度 H24年度

事 業 名 事 業 主 体

箇 所 名 施 業 内 容

樹 種 ミズナラ

実 施 面 積 1.84ha

獣害防除面積 1.84ha

事 業 費 5,143,950円

【事業実施後の効果】

【 着 工 前 】

【 完 成 】

事
業
の
実
施
状
況

・植栽した苗木の活着が良く、獣害防除用ネットも有効に機能している。
・林床部には草本類が繁茂しており、数年後には安定した針広混交林への移行が期待できる。
・今後数年間は下刈を実施しながら、生育状況を経過観察を行う。

広葉樹の森づくり推進事業 山梨県

山梨市牧丘町杣口杣口山地内（県有林27林班） 植栽、獣害防除

事
業
概
要

事 業 の
必 要 性

　当箇所は、平成23年度に更新伐（カラマツ）を行った
箇所で、標高が高い(1,810m)奥地林であることから、水
源かん養機能や生物多様性の保全など、森林の有す
る多面的機能の発揮が求められる。このため、本事業
において広葉樹の植栽を行い、公益的機能を重視した
針・広混交林へ積極的な誘導を図る。（県有林作業団
公益移行林）

抽出箇所 1



森林環境保全基金事業実施箇所調書 実施年度 H24年度

事 業 名 事 業 主 体

箇 所 名 施 業 内 容

樹 種 クリ・ミズナラ

実 施 面 積 1.84ha

獣害防除面積 1.84ha

事 業 費 6,690,600円

【事業実施後の効果】

【 着 工 前 】

【 完 成 】

事
業
の
実
施
状
況

・植栽木の活着状態は概ね良く、獣害防除用ネットも有効に機能している。
・展葉が見られない植栽木については、経過観察を行い、必要に応じ補植を行う。
・下草の繁茂が見られるため、今後３～４年程度は下刈を行う必要がある。

広葉樹の森づくり推進事業 山梨県

南巨摩郡富士川町平林奥仙重地内（県有林84林班） 植栽、獣害防除

事
業
概
要

事 業 の
必 要 性

　当箇所は、平成23年度に帯状間伐（カラマツ）を
行った箇所であるが、標高が1,750mと高く、地形
が急峻なため、本事業において広葉樹の植栽を
行い、公益的機能を重視した針・広混交林へ積極
的な誘導を図る。（県有林作業団：公益移行林）

抽出箇所 2



森林環境保全基金事業実施箇所調書 実施年度 H24年度

事 業 名 事 業 主 体

箇 所 名 施 業 内 容

樹 種 ｺﾅﾗ･ｶｴﾃﾞ

実 施 面 積 3.16ha

獣害防除面積 3.16ha

事 業 費 11,493,410円

【事業実施後の効果】

【 着 工 前 】

【 完 成 】

事
業
の
実
施
状
況

・植栽した苗木の活着が良く、獣害防除用ネットも有効に機能している。
・林床部には草本類が繁茂しており、数年後には安定した森林への移行が期待できる。

広葉樹の森づくり推進事業 南都留森林組合

都留市境字佐渡林　地内 植栽、獣害防除

事
業
概
要

事 業 の
必 要 性

　当箇所は、松くい虫被害箇所において、高木性
の樹種が育たず、藪化した箇所であり、地形が急
峻なため、崩壊の発生が懸念されていた。
　このため、本事業において広葉樹の植栽を行
い、公益的機能が高度発揮される安定した森林
への移行を図る。

近景

遠景

抽出箇所 3


